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 ２学期も残り少なくなりました。 
 １２月に入りました。日に日に寒さも増してきています。  

今年は暖冬だった昨年と違い、寒さが厳しいのではないかと 

言われています。 

 しかし、子ども達は元気いっぱいほおを真っ赤にしながら 

走り回っています。「子どもは、風の子だなあ。」と改めて 

感じています。 

さて、2学期も残すところ 2週間足らずとなりました。 

今は学習のまとめをがんばっているところです。7日には 2 

学期漢字チャレンジ、8，9日にはＣＲＴ検査(1～4年)も行われ、真剣な表情で問題に取り組

んでいました。 

 2 学期に学習した内容をしっかり覚えて、冬休みに入らせたいと思います。 

 また、インフルエンザが大流行というニュースも聞かれます。体調をくずさずに残りの２学

期を過ごしてほしいと思います。 

  

 

11 月 29日（火）に「鼓笛の引き継ぎ式」がありました。６年生による模範演奏のあと、パ

ートごとに楽器の引き継ぎがあり、最後に総指揮者の     さんから５年生の   さん

に指揮棒が手渡されました。翌日からは、業間休みを利用して 6年生から 4，5年生への指導

が始まりました。 

鼓笛だけでなく、11 月下旬にはさんさ太鼓の引き継ぎ練習もありました。ひとつひとつが６

年生から下級生にバトンタッチされていきます。今更ながら、６年生の存在の大きさを感じて

いる下級生です。今まで最高学年として頑張ってきた６年生には自分達の活動のまとめを行い

ながら、不動小学校から卒業していく自覚や感謝の気持ち、中学校への希望などを膨らませて

いってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統が下級生に引き継がれ 

しっかりが

んばってく

ださい。 

5 年生の表情も真剣そのもの 

教えるってむず

かしい。 

 6 年生の指導の甲

斐あって、めきめき上

達しています。 



 

 

 

 

わくわくランド・・・１，２年生 

 生活科の学習で２年生が１年生を招待して「わくわくランド」 

を開きました。様々なお店を開いて 1年生に楽しんでもらうの 

です。「いらっしゃいませ。楽しいですよ。」元気な声があちこち 

から聞こえます。去年の２年生がやってくれたように、景品もた 

くさん準備しました。当日は、やさしくゲームのやり方を教えて 

いました。 

ちょっぴりお兄さん、お姉さんになった気分の２年生でした。 

 

   

 4 年生県芸術祭に参加  ～ホールに歌声が響き渡る～ 

 ４日(日)､４年生が県民会館で「絆」と「夢を信じて」の２曲を合唱してきました。「夢を信じて」は矢

巾北中学校特設クラブのみなさんとの合同合唱でした。緊張したとは思いますが、子ども達はいつも通り

に歌い、観客から大きな拍手をいただき 

ました。 

 また、わずか 1回ではありましたが、 

矢巾北中の皆さんが本校に来て下さり、 

熱心に指導をしてくださいました。こ 

れもまたよい交流になったと思います。 

 中学生は、歌だけでなく姿勢や話し方も 

美しく、まねをしたいと思いました。 

本校ＰＴＡが日本ＰＴＡ全国協議会長団体表彰受賞！ 

 今年度、多年に渡る本校の積極的なＰＴＡ活動に対し、日 

本ＰＴＡ全国協議会より団体表彰を受賞いたしましたので、 

皆さまにご報告いたします。 

 先輩の皆さまが築いてくださった土台を大切にしながら、 

また新たな１ページを進めていきたいと考えています。 

              ＰＴＡ会長  

 

 今年度の「不動っ子の集いのまとめ」ができましたので、全 

ＰＴＡ会員に配付します。子ども達の感想ものっておりま 

すので、不動っ子の集いを思い出しながらどうぞご一読いただきたいと思います。 

 

 

 

 

発声の仕方を教えてもら

いました。 

人権教室(１，３，５年) 

 11 月 28 日に町人権擁護委員さんにおいでいただき、人権教室が 

開かれました。人権とは「みんなが安全で楽しくくらせる世の中を 

つくること」「一人一人が大切にされること」であることを、学年に 

応じて資料やビデオを使いながら分かりやすく教えていただきまし 

た。自分の人権も他の人の人権も大切にできる人間になってほしい 

と思います。 

  

  

 

 

1 年生は「あったかことば」と「ちく

ちくことば」を教えてもらいました。 

お知らせ 

うまくあたるといいな。 


